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ω
は
上
下
両
端
が
折
れ
、
左
右
両
辺
は
割
れ
て
い
る
。
裏
面
上
端
の
斜
め
の

切
断
痕
跡
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
表
面
に
は
人
名
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
お

り
、
考
課
木
簡
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
。
下
端
に
は

「藤
原
家
」
と
あ
る
の
で
、

藤
原
某
家
に
仕
え
た
資
人
な
ど
に
関
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
調
査
地
の
南

西
に
は
藤
原
仲
麻
呂
邸

「田
村
第
」
推
定
地
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
に
関
わ
る

木
簡
で
あ
ろ
う
か
。
裏
面
の
最
初
の
部
分
は

「八
年
」
と
も
読
め
そ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
下
に
日
数
な
ど
の
記
載
は
続
か
な
い
よ
う
で
あ
り
、
文
字
の
一
部
分

し
か
残
ら
な
い
た
め
に
釈
読
で
き
な
い
。

図
は
短
冊
型
に
近
い
形
状
を
し
た
白
米
の
荷
札
で
、
上
端
左
側
と
下
端
右
隅

を
欠
く
。
「板
野
郡
少
嶋
郷
」
は

『和
名
抄
』
の
阿
波
国
板
野
郡
小
嶋
郷
に
該

当
す
る
。
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（第
一
分
冊
産

（二
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六
年
）
⌒陸林．推作
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『平
城
京
木
簡
三
十
二
条
大
路
木
簡

一
―
』

（奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
第
七
五
冊
）
の
刊
行

平
城
京
跡
出
土
木
簡
の
報
告
書
の
三
冊
目
が
刊
行
さ
れ
た
。
長
屋
王
家

木
簡
を
対
象
と
し
た

『平
城
京
木
簡

一
』
『同
二
』
に
対
し
、
今
回
刊
行

の

『同
三
』
は
二
条
大
路
木
簡
の
最
初
の
報
告
書
と
な
る
。

一
九
八
人

・
八
九
年
に
出
土
し
た
二
条
大
路
木
簡
は
、
二
条
大
路
北
側

の
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇

（五
七
ｍ
を
完
掘
）
・
五
三

一
〇

（東
端
五
ｍ
の
み
発

掘
）
、
南
側
の
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇

（
一
二
〇
ｍ
を
完
掘
）
の
三
条
の
溝
状
土

坑
の
遺
物
で
あ
る
。
今
回
は
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
の
西
端
六
ｍ
分
と
Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
、
及
び
こ
れ
ら
と
平
行
す
る
二
条
大
路
北
側
溝
の
木
簡
計

一
三

一
七

点
を
収
録
す
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
西
端
は
、
「中
宮
職
移
兵
部
省
卿
宅
政
所
」
の
木
簡
を

は
じ
め
、
藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
と
関
わ
る
内
容
の
も
の
が
集
中
し
て
見

つ
か
っ
た
部
分
で
、
そ
れ
ら
は
左
京
二
条
二
坊
五
坪
を
藤
原
麻
呂
邸
と
推

定
す
る
根
拠
と
も
な
っ
た
。
市
販
は
左
記
の
通
り
。
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本
文
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刊
行


